
 

１ 実践事例１ ＜保健教育＞（川口市立戸塚中学校） 

保健体育科（保健分野）学習指導案 

 

令和２年１１月１９日（木）第６校時     教室 

第２学年２組      男子２０名  女子２０名 

川口市立戸塚中学校      教諭  川俣 泰幸 

 

１ 単元名     「健康な生活と疾病の予防」 （ウ）生活習慣病などの予防 

 

２ 単元について 

我が国において、がんは、昭和５６（１９８１）年より死因の第一位であり、平成２７（２０１５）

年には、年間３７万人が亡くなり、生涯のうちに、約２人に１人が罹患すると言われており「がん」が

重要な健康課題となっている。平成２８年１２月には「がん対策基本法」が改正され、がん教育に関す

る条文が新たに盛り込まれた。また、改正法を踏まえ策定された「第３期がん対策推進基本計画」で

は、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんの克服を目指す。」ことを目標としている。これま

で学校では、健康の保持増進と生活習慣病などの予防といった視点から、がんの予防も含めた健康教育

に取り組んできたが、がんそのものやがん患者に対する理解を深める教育は、まだまだ不十分と言え

る。がんは身近な病気であるということを理解させ、がんの仕組みやがんの予防、早期発見・検診につ

いての関心をもたせ、正しい知識を身に付けさせた上で適切な対処ができるようになることを目指す。

「健康な生活と疾病の予防」(本単元)では、人間の健康は、主体と環境が関わり合って成り立つこと、

健康を保持増進し、疾病を予防するためには、それに関わる要因に対する適切な対策があることについ

て理解させなければならない。また、健康と生活行動は深く関わっており、運動、食事、休養及び睡眠

のそれぞれと健康との関係について理解させ、健康を保持増進するためには、調和のとれた生活を続け

ることが必要であることを理解させる。さらに、不適切な生活習慣を若い年代から続けることによっ

て、やせや肥満、生活習慣病を引き起こしたり、また、心臓や脳などの血管で動脈硬化が引き起こされ

たりすることや、歯肉に炎症等が起きたり歯を支える組織が損傷したりすることなど、様々な生活習慣

病のリスクが高まることを理解できるようにする。本単元で扱う生活習慣病では、糖尿病、脳卒中、心

臓病などを取り上げて扱い、その原因や予防について理解させる。「がんの予防」については、発生の

仕組みなどの疾病概念、要因と予防、検診による早期発見について扱うこととする。 

 

３ 生徒の実態 

 本学級は、明るく和やかな雰囲気であり、良好な人間関係を構築できる生徒が多い。保健の授業に対す

る関心はおおむね高く、特に学習課題に対して自分の考えを仲間に伝えたり、グループで話し合って考

えをまとめたりするような活動に積極的に取り組める生徒が多い。他教科の授業や保健分野の授業でも、

知識構成型ジグソー法の手法を参考に、協働的な活動を取り入れた授業を何度か経験しており、個人で

考えることに加えて、自分の意見や考えをグループ内で伝え合ったり、まとめたりすることに慣れてい

る。しかし、一部の生徒は、仲間に自分の考えを伝えることを苦手としており、グループ活動での話し合

Ⅳ 学習指導実践事例 
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いに貢献できない場面も見られる。また、学力差が大きく特に知識の定着度に大きな差が見られる。 

 事前アンケートの結果から見られる、がんに対する生徒の実態は以下の通りである。 

Ｑ１ あなたは「がん」についてどのような印象をもっていますか？（複数回答可） 

・なかなか治らない病気 ・怖い ・重い病気 ・一度なってしまったら治らない病気 

・治っても再発する ・抗がん剤の副作用が強い ・ステージがある ・転移する 

・なったら死んでしまう ・誰でも発症する可能性がある ・進行したら治らない 

・早期に発見できれば平気 ・子どもから大人まで関係なくかかる病気 ・早期発見が大切 

・お酒やタバコでがんになる ・治療をする上で苦しいことが沢山ある ・生活しにくい 

・体が不自由になる ・治る確率が低い ・種類が沢山ありそう ・一度の治療では治りにくい 

・死を待つような病気 ・異常な細胞が引き起こす病気 ・一番直すのが難しい病気 

Ｑ２ 「がん」は、治療できる病気だと思いますか？ 

・思う（９人） ・思わない（２人） ・治るものと治らないものがある（２８人） 

Ｑ３ 将来がんを見つけるために「がん検診」を受けてみようと思いますか？ 

・思う（３２人） ・思わない（７人）   

Ｑ４ がんの学習は、健康な生活を送るために重要だと思いますか。 

・思う（３９人） ・思わない（０人）  

Ｑ５ がんは誰もがかかる可能性のある病気だと思いますか。 

・思う（３２人） ・思わない（７人）   

Ｑ６ 自分はがんにならないと思いますか。 

・思う（１5人） ・思わない（24人）  

Ｑ７ 家族や身近な人でがんにかかった人はいますか。 

・いる（８人） ・いない（３１人）  

Ｑ８ がんは進行すると今までの生活ができなくなると思いますか。 

・思う（３８人） ・思わない（１人）  

Ｑ９ がんは日本人の死因の第２位である。 

・正しい（３２人） ・正しくない（７人） 

Ｑ１０ 喫煙や飲酒などをせずに規則正しい生活を送っていれば、がんになることはないと思う。 

・思う（１７人） ・思わない（２２人）  

Ｑ１１ がんは予防できると思いますか 

・思う（３０人） ・思わない（９人）  

Ｑ１２ がんについて学んだことを身近な家族に語ろうと思う。 

・思う（１１人） ・どちらかといえばそう思う（２０人） ・思わない（８人） 

Ｑ１３ がんは様々な種類がありますが知っている病名を書いてください。（複数回答可） 

・肺がん（２１人） ・脳がん（２人） ・皮膚がん（２人） ・小児がん（２人） ・胃がん（５人） 

・乳がん（１５人） ・すい臓がん（２人） ・骨肉腫（１人） ・前立腺がん（１人） 

・白血病（１人）  ・肝臓がん（２人） ・大腸がん（１人） ・子宮がん（１人） 

・心臓がん（４人） 

 がんの学習について、「重要だと思う」と回答している生徒が 100%であり、全ての生徒が肯定的な回答

をしていた。がんについての知識はおおむね正しい回答をしているものの、「日本人の死因の順位」「がん

の要因」については、他の設問と比較し誤答が多かった。 

82.1%の生徒が「がんはだれもがかかる病気である」と回答しているが、38.4%の生徒は「自分はがんに

ならない」と回答している。また、17.9%の生徒が「将来、検診を受けない」と回答している。 

以上の結果から、がんに対してある程度の知識はあるものの、正しい理解には至っておらず、自分自身

の生活とは無関係だと思っている生徒もいることがわかった。 
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４ 教師の指導観 

 今回の学習を通して、「がん」についての正しい知識を身に付け、自分が描く将来に向けて「がん」の

予防も含めた自分なりの生活習慣を確立させるなど、健康の保持増進について主体的に取り組む態度を

育成していきたい。 

 がんは身近な病気であるにもかかわらず、多くの生徒が正しく理解できておらず、自分事として捉え

られていない。また、健康である生徒が、健康の大切さを自分事として実感することは難しい。しかし、

生活習慣病などは自分自身の生活と関わりが深い問題であり、その予防のためには、適切な生活習慣を

身に付けることが有効であることから、指導に当たっては、自分の生活を振り返らせ、生活習慣病の要因

になりそうなものを生徒同士で交流する中で、予防に取り組んでいくことにつながるよう学習を展開し

ていく。 

 本単元では、生徒が今後の人生の中で、「がん」の問題が自分自身や自分の身近な人にも関わりのある

問題であることを知り、望ましい生活習慣を続けたり、がんの予防のために自ら行動したりすることが

できるようになることを目指す。そこで、学習した「がん」についての知識をアウトプットしたり、グル

ープで話し合いをしたりすることで、学習内容を関連付け、生涯にわたって健康を保持増進していくた

めの意識や生活習慣を身に付けることができるようにしていく。 

 

５ 単元の目標 

（１）生活習慣病などの予防について、理解することができるようにする。        （知識） 

（２）生活習慣病などの予防に関わる事象や情報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽減したり、生

活の質を高めたりすることなどと関連付けて解決方法を考え、適切な方法を選択し、それらを伝

え合うことができるようにする。              （思考力、判断力、表現力等） 

（３）生活習慣病などの予防について、自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組

もうとすることができるようにする。             （学びに向かう力、人間性等） 

 

６ 単元の指導計画と評価計画 

（１）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 生活習慣病は、日常の生活習慣

が要因となって起こる疾病であ
り、適切な対策を講ずることに
より予防できること、不適切な
生活行動を若い年代から続ける
ことによって、様々な生活習慣
病のリスクが高まることについ
て、理解したことを言ったり、
書き出したりしている。 

② がんは、異常な細胞であるがん
細胞が増殖する疾病であり、そ
の要因には不適切な生活習慣を
はじめ様々なものがあることに
ついて、理解したことを言った
り、書き出したりしている。 

① 生活習慣病などの予防につ
いて、それらに関わる事柄
や情報などを整理したり、
個人生活と関連付けたりし
て、自他の課題を発見して
いる。 

② がんの仕組みや予防、早期

発見について学んだことを

筋道立てて伝え合ったり、

自分の「現在」及び「将来」

の生活習慣や行動について

考えたことをワークシート

にまとめたりしている。 

① 生活習慣病などの予防

について、課題の解決

に向けての対話や、教

科書や資料を調べた

り、自他の生活を振り

返ったりするなどの学

習に自主的に取り組も

うとしている。   

 

（２）単元の指導と評価の計画 

時 学習のねらい・学習活動 知・技 思・判・表 態 評価方法 

 

１ 

 

生

活

習

慣

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病は、日常の生活習慣が要因となって起

こる疾病であり、適切な対策を講ずることにより

予防できること、不適切な生活行動を若い年代か

ら続けることによって、様々な生活習慣病のリス

クが高まることについて、理解することができる

ようにする。 

①    ＜知・技①＞ 

（学習活動２） 

調和のとれた生活

と生活習慣病につ

いて理解したこと

を言ったり、書き

出したりしている
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病

の

予

防 

①  

 

Ⅱ 学習活動 

１ 望ましい生活習慣について考える。  

２ 健康と生活習慣の関連、調和のとれた生活の必

要性、生活習慣の乱れによる生活習慣病など、生

活習慣が健康に及ぼす影響について説明を聞

く。  

３ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、

発表する。 

内容等を【観察・ワ

ークシート】で捉

える。 

 

 

 

 

 

２ 

 

生

活

習

慣

病

の

予

防 

②  

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病の予防について、それらに関わる

事柄や情報などを整理したり、個人生活と関

連付けたりして、自他の課題を発見すること

ができるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 前時の授業を振り返る。 

２ 今後実践できる生活習慣の改善について考え、

発表する。 

３ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、

発表する。 

 ① ① ＜思・判・表①＞ 

（学習活動２） 

生活習慣病の予防

について、それら

に関わる事柄や情

報などを整理した

り、個人生活と関

連付けたりして、

自他の課題を発見

している状況等を

【観察・ワークシ

ート】で捉える。 

＜態①＞ 

（学習活動２・３） 

課題の解決に向け

ての対話や、教科

書や資料を調べた

り、自他の生活を

振り返ったりする

などの学習に自主

的に取り組もうと

している状況等を

【観察】で捉える。 

 

 

３ 

 

が

ん

の

予

防 

①  

 

Ⅰ ねらい 

・がんは、異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾

病であり、その要因には不適切な生活習慣をはじ

め様々なものがあることについて、理解したこと

を言ったり、書き出したりすることができるよう

にする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発

見」についてそれぞれのグループに分かれ動画を

みて正しい知識を学ぶ。 

・「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発見」

について、それぞれの資料を読み解く。 

２ 自分の考えや他者の意見を伝え合い、課題につ

いての考えを深めていく。 

３ 本時の学習を振り返り、次時の流れを確認する。 

②    ＜知・技②＞ 

（学習活動 12） 

がんについて理解

したことを言った

り、書き出したり

している内容等を

【観察・ワークシ

ート】で捉える。 
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４ 

 

が

ん

の

予

防

② 

 

本

時 

② 

Ⅰ ねらい 

・がんについて学んだことや資料から読み取れる

ことを筋道を立てて伝え合うことで、がんについ

ての知識を深め、「現在」及び「将来」の生活習

慣や行動をワークシートにまとめることができ

るようにする。 

 

Ⅱ 学習活動  

１ 前時を振り返り、本時のめあてを知る。 

２ 「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発

見」について、それぞれ資料の説明や担当した課

題から読み解いたことを伝え合い、わからなか

ったことは質問する。 

・ メモをもとにワークシートをまとめる。 

３ がんについて学んだことをもとに「現在」及び

「将来」自分にできること、「学習を終えてがん

についてどんなイメージを持ったか」ワークシ

ートにまとめる。 

４ 教師の話を聞く。 

 ② ① ＜態①＞ 

（学習活動 2） 

がんの仕組みや予

防、早期発見につ

いて、資料を結び

付け他者と協力し

たりして学習に自

主的に取り組もう

としている状況等

を【観察】で捉え

る。 

＜思・判・表②＞ 

（学習活動 3・4） 

学んだことを生か

し自分の「現在」及

び「将来」の生活習

慣や行動をワーク

シートにまとめた

り、がんのイメー

ジに変容が見られ

たかについて考え

たりしている状況

等を【観察・ワーク

シート】で捉える。 
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7 本時の学習と指導（４／４） 

（１）ねらい 

・ 学んだことを生かし自分の「現在」及び「将来」の生活習慣や行動をワークシートにまとめた

り、がんのイメージに変容が見られたかについて考えたりすることができるようにする。 

                  （思考力、判断力、表現力等） 

・ がんの仕組みや予防、早期発見について、学んだことを筋道立てて伝え合ったり資料を結び

付け他者と協力したりして学習に自主的に取り組むことができるようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

（２）準 備 ＴＶ、パソコン、ワークシート、資料 

（３）展 開 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

導
入
（ 

５ 

分
） 

１ 前時の振り返り、活動の流れを

確認する。 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

○前時までの学習の流れを確認する。 

○本時の目的を理解させ、学習の見通しを持

たせる。 

○授業中に気持ちが辛くなってしまうような

ことがあれば、遠慮なく申し出るように伝

える。 

 

 

 

展
開
（ 

 
 

分
） 

２「がんの仕組み」「がんの予防」

「がんの早期発見」について、資料

や担当した課題から読み解いたこと

を伝え合い、わからなかったことは

質問する。 

（各３分×３） 

※他者の説明を聞きながらキーワ

ードをメモする。 

○３つの資料を結び付けて分かっ

たことや感じたことを話し合いワ

ークシートに記入し発表する。 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇資料を適切に活用し、学んだことが相手に

伝わるように説明するよう促す。 

○グループ内での発表をしっかりと聞き、他

者の意見からキーワードとなりそうなこと

をメモさせるようにする。 

〇グループの中で積極的に意見を出し合いな

がら課題に対する答えを考えることが出来

るように机間指導をしながら、話し合いが

深まるように促していく。 

○机間指導の際、自分なりの考えをまとめて

いる生徒をピックアップし、発表させる。 

 

 

 

 

 

 

「努力を要すると判断される状況」

（Ｃ）の生徒への手立て（支援） 

机間指導を行いながら、資料を振り返ら

せるなど、気付きを促すための声かけを

行っていく。 

「十分満足できると判断される状況」

（Ａ）の生徒の具体的な姿 

グループ活動で、自分の意見を積極的に

発言するとともに、他の意見を取り入

れ、より良い課題解決の方法を考えるこ

とができている。 
 

【学習課題】がんについて学んだことをもとに、自分の生活習慣や今後の行動に生かせるようにしよう。 
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◆がんの仕組みや予防、早期発見につい

て、資料を結び付け他者と協力したり

して学習に自主的に取り組もうとして

いる。【主体的に学習に取り組む態度】 
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 ３ がんについて学んだことをもと

に「現在」及び「将来」自分にで

きること、「学習を終えてがんに

ついてどんなイメージを持った

か」ワークシートにまとめ、発表

する。（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

○がんの学習を行う前と後で変容が見られた

か、学習の成果を自ら感じられるようにする。 

 

○机間指導を行い、本時のねらいに沿って 

よくまとめられている生徒をピックアップ

して、発表させる。 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の

生徒への手立て（支援） 

机間指導を行い、自分の考えがまとめられ

るようにキーワードを伝え学習を整理でき

るようにし、自分の「現在」及び「将来」

の生活習慣に結びつけることができるよう

にする。 

「十分満足できると判断される状況」（Ａ）

の生徒の具体的な姿 

「がん」の要因は様々なものがあるが、中

でも生活習慣は自分自身で改善できる予防

法であること。また、誰でもがんになる可

能性があるので、がん検診が大切であるこ

とを踏まえ、学習したことを基に、「現在」

及び「将来」の具体的な対策についてワー

クシートに記入している。 

ま
と
め
（
５
分
） 

４ 教師の話を聞く。 全体 

 

〇本時のまとめを行い、がんの発生要因は、

様々であることから「がんになった人」イ

コール「生活習慣が乱れている人」ではな

いことを伝える。しかしながら、予防とし

て私たちにできることは、がんを予防する

ための望ましい生活習慣と早期発見・早期

治療であることについて、再確認する。 

〇ワークシートを回収し、まとめた内容につ

いての補足や指導の必要な生徒には、個別

に指導する。 

 

８ 事後指導 

 本単元終了後、ゲストティーチャーを招き、「なぜ、がんについて学んだのか」「がんになったときに

（がんになった身近な人に対して）どう向き合っていくか」について、講話していただく。その際、本来

であれば高等学校での学習内容であるがん患者や周囲の人々の生活の質を保つことや、緩和ケアについ

ても触れていただくことで、今回の学習をここで閉じるのではなく、生徒の将来を見据えた学習として

位置付けたい。また、講話を特別活動の授業として、未来につながる学びへとつなげていく。 

◆学んだことを生かし自分の「現在」及び

「将来」の生活習慣や行動をワークシー

トにまとめたり、がんのイメージに変容

が見られたか考えたりしている。 

 【思考・判断・表現】 
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